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授業設計に役立つ教材分析の手法

-構造図分析と教室活動分析-

４月１５日（土）高雄会場・１６日（日）台北会場

14：00～17：00（3H)

柴原智代（国際交流基金 日本語国際センター）
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0. グループ作り（10分）

二人で、折り紙の３/４の、さらに、２/
３の部分に斜線をひいてください。

いろいろなやり方があるので、二人で
アイディアを出し合ってください。

できたら手を上げてください。
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1.イントロダクション（5分）
P1陳先生とミッションを読んでください。

今日は、ある架空の課題を通して、私
たちが提案する教材分析の手法を体
験していただきます。

グループの人と楽しく交流しながら、
課題を進めてください。
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2.従来の教材分析の方法（2分）

既存教材を分析し、コース目標にあうよ

うに主教材または補助教材を作成する。

× 何が不十分なのか
客観的に把握する

とりあえず
作ってみる

新たな手法の必要性：可視化・構造化

5

教材分析手法（１）（２）

（１）教材構造分析
1課の全体像を可視化・構造化

教室活動の関係と配列の把握

課の構成を学習/認知過程にそって考察可能

（２）教室活動分析

過程・ｲﾝﾀｰｱｸｼｮﾝ・内容

の3点からの詳細分析 教室活動

学習目標

学習項目１ 学習項目２ 学習項目３

教室活動

まとめ

教室活動
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3. 教材構造分析 （90分）
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タスク１（20分）

（１）1課を構成する要素を抽出抽出する。

→本日は、キット使用

（２）学習目標ごとに構成要素を分類分類し、
教室活動の関係性を考えながら配列配列
し、構造図を作成する。

→気づいたことを話し合ってください。

教室活動

学習目標

学習項目１ 学習項目２ 学習項目３

教室活動

まとめ

教室活動
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分析の結果

提出順通りには教えられない。

学習目標に対して、練習が不均等である。

構成要素間の関係がわかりにくい。

→指導方略や学習過程に照らして、

教師が教材を再構成して教える必要がある。

・補助教材を作成

・授業を工夫

・・・・・授業設計に役立つ
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タスク２ （20分）

（3）ガニェの9教授事象（P4）を参照
しながら、学習目標と教室活動を
分析・考察分析・考察する。

構成要素が
導入・展開・まとめの

三段階のどの段階に分類
されるか考えてみましょう

『新日本語の中級』に入って
いない事象はどれですか。
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チャンク３チャンク３

導入導入

展開展開

まとめまとめ

１学習者の注意を喚起する
２授業の目標を知らせる。
３前提条件を思い出させる

１学習者の注意を喚起する
２授業の目標を知らせる。
３前提条件を思い出させる

8.学習の成果を評価する
9.保持と転移を高める

8.学習の成果を評価する
9.保持と転移を高める

チャンク２チャンク２チャンク１

4新しい事項を提示する。
5学習の指針を与える。
6練習の機会をつくる。
7フィードバックを与える

チャンク１

4新しい事項を提示する。
5学習の指針を与える。
6練習の機会をつくる。
7フィードバックを与える

指導方略：ガニエの9教授事象 P4
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タスク３（30
分）

“Expressions” Unit１３をグループで
やってみてください。

『新日本語の中級』と比べて、気づいた
ことを話してください。

→SLAの学習過程
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SLAの学習過程のモデル（１）
Nunan(1989)
Processing(認知/理解)→Productive（産出/練習）→Interaction（相互作用）

＜Processing(認知/理解)の教室活動例＞

• テキストを読む、聞く。（特に反応はさせない）

• テキストを読む、聞く。そして、音声によらない身体的
な反応をさせる。 (例 学習者はキーワードを聞いた
ら手を上げる)

3. テキストを読む、聞く。そして、音声によらない身体で
もない反応をさせる。 (例 学習者はキーワードを聞
いたらチェックボックスにチェックする)

4. テキストを読む、聞く。そして、音声よる反応をさせる。

•キューを聞
いて答える
•ロールプレ
イやディス
カッションな
ど
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SLAの学習過程のモデル（２）
Van pattern(1993)

↑
Focused Practice

↑
Processing Mechanism

↑
Focused Practice

伝統的指導
Input → Intake  → developing system → output

理解重視の指導
Input → Intake → developing system → output

Accommodation,restructuring
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インプット 理解できるインプット 運用力 アウトプット

文法知識

気づき モニタリング認知比較

SLAの学習過程のモデル（3）
Elllis(1989)
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解答サンプル1.2 配布

二種類の構造図を比べて違いを話し
合ってください。

タスク３（続き）
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構造図『新日本語の中級』第11課
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構造図:Expression Unit13
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構造図２つとその比較/分析

教材の配列と学習過程が
ほぼ一致している。意味
理解→産出機会
→interactionとなっている。

教室活動間の関
連づけが明示的

学習目標-活動
の目的が明示
的

Expressio
ns

教材の配列と学習過程が
一致していない。（教師の
裁量に任されている）

各教室活動が関
連づかず、独立し
ている

学習目標は明
示、活動の目的
は非明示

新日本語
の中級

③ガニェの9教授事象及
びSLA研究の学習過程か
らの考察

②教室活動の配
列と関係

①学習目標と教
室活動の論理
的な構造
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タスク４（20分）

『新日本語の中級』に入っていない事象に
ついては、教師が補助教材を作ったり、授
業のやり方を工夫したりして、補う必要が
あります。

グループでアイディアを出して、ふせん紙
に書いて、はってください。

両隣のグループと意見交換。
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4. 教室活動分析 （25分）
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教室活動分析 (Littlejohn ：1998）

Process:
Turn-take,Focus,operation

Classroom Participation:

Content:
Form(input/output),source,
nature

教室活動教室活動

認知操作：認知操作：
技能の自動性を高める
深い意味理解を促す

活動形態：活動形態：
学習者の自発性
学習者間のinteraction

内容：内容：
Input /outputの性質（絵/文字/音
声テキストの型）
活動の焦点（言語形式/意味、個
人情報/意見、現実性）
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タスク5（20分）

P7の「教室活動分析」の続きをグルー
プでやってみましょう。

解答サンプル3.4 配布
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教室活動分析の比較/分析

インプットは、文字/音声
/絵・図形など多様。現
実社会の生の情報が提
供され、個人情報/意見
を活用する機会も多い。

学習者が与え
られた形式で答
える活動の後
に、自発的に答
える活動に移
行する。

深い意味
理解を促
す活動が
豊富

Expres
sion

インプットは文字情報が
多く、談話レベルが少な
い。現実社会の生の情
報が提供されていない。

学習者が与え
られた形式で答
える活動が多
い。

自動化を
高める活
動が多い

新日本
語の中
級

③内容②誰と誰がする
のか

①過程
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Unit format of “Expression”(Nunan)

Schema building（スキーマ活性化）

Transparency（透明性）

Consistency（タスクの流れが一貫していること）

Receptive vs Productive skill

From Formulaic to Creative Language Use

Task Dependency（教室活動間の従属関係）

Focus on Strategies

Inductive vs Deductive Learning

Personalization

Form and Meaning

Authenticity

教育効果
の普遍性
を保証

教育効果
の普遍性
を保証
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ジェイ・ブリッジ（小山悟、2002）

Introduction(はじめに)

Listening(聴解)

Focus on Language(文法)

Pair Work(ペアワーク)

Composition(作文)

モデリング

観察・発見

創造

Consciousness 
Raising
意識化

Vocabulary 
Building
語彙

成果の実感
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5. ま とめ （15分）
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タスク7（5分）

二つの分析方法によって、『新日
本語の中級』の問題点が明らかに
なりました。

陳先生は、『新日本語の中級』を
採用すべきでしょうか。
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教材分析手法（１）（２）

（１）教材構造分析
1課の全体像を可視化

教室活動の関係と配列の把握

課の構成を学習/認知過程にそって考察可能

（２）教室活動分析

過程・ｲﾝﾀｰｱｸｼｮﾝ・内容

の3点からの詳細分析 教室活動

学習目標

学習項目１ 学習項目２ 学習項目３

教室活動

まとめ

教室活動
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評価（1） 自分の学びを評価する
指標：4.理解できた、3.やや理解できた、

2．やや理解できない、1．理解できない

＜構造図分析の手法＞

• 教材の構造を構造図で視覚的に捉えることの利点

• 作成手順

• 読み取り方

＜教室活動分析の手法＞

1. 教室活動分析表による分析の利点
2. 記入方法
3. 読み取り方
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指標：4.強くそう思う、3. そう思う、 2．あまりそう思わない、
1．そう思わない

• 日本語教材の教室活動の構造を可視化すること
は必要だと思いますか。

• 構造分析は日本語教材の1課の構造を把握でき
ると思いますか。

• 教室活動分析図は、日本語教材の教室活動の
内容と構造を把握できると思いますか。

• このＷＳ後独力で「構造分析」「教室活動分析」が
できますか。

評価（2） 手法を評価する
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教材分析から教材作成へ P10
 

使 用

（i l i ） 

ニーズ調査・分析

設 計

開発（development）

使用後の評価 
） 

初期分析 

使用前評価（＝試用と改善）

PLAN 

DO 

See 
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これからの教材に求められるもの

1. 学習目標を達成するために最も有効であろ
う学習過程に沿った設計を行い、それを教
材の構成に反映させる。

2. 教師が言語能力の概念から教授法、評価法
にいたる一貫性のあるビジョンを明示的に一
貫性をもった形で教材に埋め込む。

（＝学習者の立場に立ち、普遍的な学習効果
を生み出す教材の開発）
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教師の専門性や経験の持つ意味
1. 新人でも一定水準の教育を保証することがで
きる。専門性の高い教師なら、それ以上の学
習を保証することができる。

2. 教師には、異なる教育現場において、学習者
の反応に応じて柔軟に対応し、瞬時に決定す
る能力が不可欠である。

3. 個々の学習者の学習を継続的にモニター（監
視）し、学習上の問題を認識・分析・解決する
能力が重要である。
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終了・・・おつかれさまでした。


